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学校関係者評価コメント

・今年度に継続した取
組，指導に期待する。

・児童の学習意欲の
高まりは感じられる。
特に習字の学習にお
ける指導者には感心
させられる。

・先生が子どもとよく関
わっているので，人間
的なつながりができて
いるように思う。

・学力テストの結果を
みると，それなりの成
果がでているように思
う。

・いじめの根絶を目指し
た取組を続けてほしい。

・素直で明るい子どもた
ちです。挨拶もしっかりで
きています。

・統合後２年経ったが，
津田の子どもとよく遊ぶ
ようになり，交友関係も
広がって学校の話をよく
するようになった。

・先生方が適切な認め方
（言葉かけ等）をしてい
る。

豊
か
な
心
（

徳
）

・生命を大切
にし思いやり
を持って行動
できる「豊か
な心」を育む

○　積極的な
生徒指導を推
進し，いじめ
０の学校をめ
ざす。
★自他の良さ
を認め合う，
自己有用感の
育成

　授業づくり

　・単元全体を見通した授業づくりをする。
　・既習事項を生かして次の課題を解決する
　　授業の流れを作る。
　・授業の見通しを持って時間配分を守り，適応問題
を
　　行い「わかった」「できた」と実感させる。
　・最終的に自力解決のできる子どもを育てる。

２
―

１

・命を大切に
し，自他を認
めいじめを許
さない，いじ
めをしない学
校・学級集団
になってい
る。

生
徒
指
導
部

１　学校教育目標　『夢に向かいチャレンジする津田小の子　』～自ら考え行動する子・自他を大切にする子・元気にチャレンジする子～

平成２８年度　津田小学校評価自己評価表

・５年生「基礎・基
本」定着状況調査平
均通過率６０％以上
の児童の割合

６０～６９％

６０％未満

・６年生「全国学力
調査」平均通過率６
０％以上の児童の割
合

７０～７９％

60～６９％

６０％未満

評価指標（目標値）

評価計画

８０％以上

８０％以上

７０～７９％

　
　
　
　
　
確
か
な
学
力
（

知
）

・基礎，基本
の力を身に付
け，自ら学
び，考え，表
現する「確か
な学力」を育
む

◎基礎的・基
本的な知識，
技能の定着

１
―

１

「夢に向かい諦めずに夢を育む児童の育成」をするために知・徳・体のバランスのとれた児童を育成する

　児童・教職員・保護者・地域が共に誇れる学校をめざす

取組の方策

評価項目

必要なアンケートの項目
チェックする時期と担当者など

「全国学力テスト」調査結果（４月）

「基礎・基本」定着状況調査結果
　　　　　　　　　　　（６月）

・帰りの会で全学年，週に３回は「いいことみつけ」
を
行い「今週の１枚」を放送・掲示する。学級全員が認
め
られる機会を持てるように，席替え後に「ありがとう
メッセージ」を贈るなど学級実態に合わせた取組をす
る。

・アセスによる学級全体と個人の傾向を把握し，取組
に
　役立てる

・面談週間をとることで，1人1人の児童と丁寧に話を
したり聞いたりする時間をもつ。

・児童の肯定的評価
（級友関係，規範意
識関係，自己存在感
関係項目）

７０％未満

８０～８９％

７０～７９％

９０％以上

児童アンケート（７月，１２月）
　　「学校に友だちがいる」
　　「学級のみんなから認められて
　　　　　　　　　　　　　　いる」
　　「津田小学校はいじめのない学
　　　　　　　　　校になっている」

・４年生算数の標準
学力テストの基礎の
通過率（全国平均を
上回児童割合）

標準学力テスト　結果　（３月）

毎学期終了後の授業実施割合
　　　　　　　（７月，３月）

８０％以上

７０～７９％

60～６９％

６０％未満

・児童に確か
な学力をつけ
ている。

教
務
部

・適用題までできる授
業づくり
・子どもへの肯定的な
声かけをする授業づく
り
・考える時間を確保し
書かせる時間のある授
業づくり

　以上の３点に留意し
た授業を行うことがで
きた割合（算数の全授
業の何％）

８０％以上

７０～７９％

60～６９％

６０％未満

4

　１学期の授業実施につ
いて算数の全授業の割
合は
①適用題までできる授業
は　　　９０％
②子どもへの肯定的な
声かけをする授業づくり
は１００％
③考える時間を確保し，
書かせる時間のある授
業づくりは７０％
①～③の平均は８０％で
あったので評価は　４　で
ある。

・　２学期以降の授業において
も，評価指標を意識した授業展
開を行い，児童が「分かった」「で
きた」と思えるように工夫改善を
行う。
・　２学期以降において，国語科
では説明文の単元終了後，算数
科では数学的思考力を高める単
元終了後，「適用題」として学力
テストで通過率の低い問いに関
する内容（考え，書く活動を伴う
問題）を行い，その習熟を図ると
ともに今後の指導に生かすよう
にする。
（４・５年の単元終了後のテストと
して，適用題（過去の問題）を必
ず行う。)

3

児童アンケートにおいて
「学校に友だちがいる」９
５％
「学級のみんなから認め
られている」８３％
「津田小学校はいじめの
ない学校になっている」８
４％
である。

・児童間の関係や様子を見
つめ，今後も孤立している児
童がいないかなど児童の実
態をつかむ努力をする。
・２学期以降さらに児童間の
関係が深まり，児童の自己
有用感が高まるように，「い
いことみつけ」や学級におけ
るエンカウンターなどの取組
を進める。
・道徳や学級活動を通しての
指導ばかりでなく，児童委員
会などの児童による自主活
動により，「いじめ０」の取組
を進める。
・児童が「いじめ０」を実感で
きるようアンケートなどを通し
て児童の思いを把握し対応
する。

中間評価

根拠 改善方策

最終評価
自己評価

3

2

4

・今年度は，各学力検査の
結果だけで終わらず，特に
算数の思考観点における単
元末でその習熟を図る取組
を継続して行ってきた。
その結果，2学期末の思考の
テストでは，７４点，3学期の
思考のテストでは，８１点で
あった。また，全国学力・「基
礎・基本」学力状況調査で特
に通過率の低かった問題に
ついて思考を高める単元終
了後に適用題として実施し，
その通過率が平均６５％で
あった。学期末テスト，適用
題テストともに，通過率が向
上している。今後も継続して
指導を進めていきたい。

・各学力定着状況調査の結
果から，思考・表現，活用に
関する内容に課題があった。
このことは，文章をしっかり
読み取り，目的に即して記述
する力が不足していると考え
られる。そこで，今年度は，
道徳の時間を中心に「考え，
熟考する」授業の創造に向
けて研修し，実践してきた。
特に，その１時間でねらいと
する内容については，ワーク
シートに自分の考えを書き込
み，小グループで討論した
り，全体で練り上げたりする
活動を積極的に取り入れて
きた。来年度も，「考え，熟考
できる」授業となるために授
業改善に取り組みたい。ま
た，基礎・基本の定着，各学
力検査での通過率が６０％
以下の児童の割合を今年度
より下げるためにも，「分かっ
た」「できた」と児童が自ら進
んで学習していけるよう学校
全体で取り組んでいきたい。
・礎的基本的な学習内容の
定着を図るよう取組を進めて
いきたい。

全国学力テスト調査結果
について
国語Ａ平均通過率６０％
以上の児童の割合６２％
算数Ａ平均通過率６０％
以上の児童の割合８０．
９％
平均して７１．５％であ
り，評価は３である。

「基礎・基本」定着状況調査
結果について
国語タイプ１平均通過率６
０％以上の児童の割合
６１．１％
算数タイプ１平均通過率６
０％以上の児童の割合
７７．８％
理科タイプ１平均通過率６
０％以上の児童の割合
５５．６％
平均して６４．８％であり，評
価は２である。

・廿日市市学力定着状況調
査の結果について
国語の正答率82.9％，廿日
市市76.0％，全国68.0％
算数の正答率81.0％，廿日
市市71.0％，全国63.7％で
あった。
廿日市市，全国平均と比較
して国語・算数とも上回る良
好な状況であった。
　まだ個別の成績が分から
ないので，正答率６０％以下
の児童の割合なども把握で
きないが全体的に良好で
あった。

（全国学力テスト・「基礎・
基本」定着状況調査結
果）
・　２学期以降もチャレン
ジタイムや家庭学習で基
本的な内容の定着を図
るように全学年で実施す
る。
・　活用力を付けるため，
国語では，説明文の教
材で資料を読み取り，必
要なキーワードを見つ
け，関連づけ，説明する
授業を積極的に取り入
れる。算数では，数学的
な考え方を培う単元にお
いて，図・式・言葉を使っ
て自分の考えを説明する
活動やペア・グループで
話し合い，自分の考えを
明確に持たせる授業を
行う。理科においては，
実験をする際，既習事項
や生活経験をもとに予想
を立て，結果を自分の言
葉でまとめる活動をす
る。
　
（４年生算数の標準学力
テスト）
・　チェック実施は３学期
となるが，学力向上に向
けて上記の取組を全学
年で実施する。

根拠 改善方策

3

全国学力テスト調査結果に
ついて
国語Ａ平均通過率６０％以上
の児童の割合６２％
算数Ａ平均通過率６０％以上
の児童の割合８０．９％
平均して７１．５％であり，評
価は３である。

2

「基礎・基本」定着状況調査
結果について
国語タイプ１平均通過率６
０％以上の児童の割合
６１．１％
算数タイプ１平均通過率６
０％以上の児童の割合
７７．８％
理科タイプ１平均通過率６
０％以上の児童の割合
５５．６％
平均して６４．８％であり，評
価は２である。

4

3

　２・３学期の授業実施に
ついて算数の全授業の
割合は
①適用題までできる授業
は　　　　　　９３％
②子どもへの肯定的な
声かけをする授業づくり
は１００％
③考える時間を確保し，
書かせる時間のある授
業づくりは７５％
①～③の平均は８９．
３％であったので評価は
４である。

児童アンケートにおい
て
「学校に友だちがい
る」９７％
「学級のみんなから認
められている」８６％
「津田小学校はいじめ
のない学校になってい
る」７０％
である。

・　２学期以降の授業において
も，評価指標を意識した授業展
開を行い，児童が「分かった」「で
きた」と思えるように工夫改善を
行う。
・　２学期以降において，国語科
では説明文の単元終了後，算数
科では数学的思考力を高める単
元終了後，「適用題」として学力
テストで通過率の低い問いに関
する内容（考え，書く活動を伴う
問題）を行い，その習熟を図ると
ともに今後の指導に生かすよう
にする。
（４・５年の単元終了後のテストと
して，適用題（過去の問題）を必
ず行う。)

・友達の交流や経験が高
まるにつれ，友達とのつ
ながりが広がっているよ
うに思われる。また，そ
の中で自己有用感の高
まりもわずかながらでは
あるが見ることができる。
・しかし，一部の事象で
はあるが連続する落書き
などの問題が起こり，児
童の中で「いじめがある」
という意識が高まってし
まった。今後，一人一人
の児童の様子を細かく捉
えていくと共に，道徳や
特別活動などを通して児
童の意識を高めていく必
要がある。



2 ミッション

ビジョン

中期経営目標 短期経営目標 担
当

評価 具体的に，取組指標も入れる 評価 評価
学校関係者評価コメント

１　学校教育目標　『夢に向かいチャレンジする津田小の子　』～自ら考え行動する子・自他を大切にする子・元気にチャレンジする子～

平成２８年度　津田小学校評価自己評価表

評価指標（目標値）

評価計画

「夢に向かい諦めずに夢を育む児童の育成」をするために知・徳・体のバランスのとれた児童を育成する

　児童・教職員・保護者・地域が共に誇れる学校をめざす

取組の方策

評価項目

必要なアンケートの項目
チェックする時期と担当者など

中間評価

根拠 改善方策

最終評価
自己評価

根拠 改善方策

4

3

2

1

4

3

2

1

4

3

2

1

4

3

2

1

4

･全校をあげた取組は大
きな意義があるとともに，
成果も出ていると思う。

・登校後もすぐに外に出
て遊ぶ子が多く，感心し
ています。

・地域支援本部の活動の
成果が出ており，うれしく
思う。

・校長先生をはじめ，教
職員が地域からも信頼さ
れています。

・家庭学習の質の向上を
望む。

・家庭での学習のリズム
がついてきている。

・それぞれの子どもたち
立派に成長してきていま
す。元気いっぱいがんば
れる子に育ててください。

児童アンケート（７月，１２月）
「出会った人に大きな声で挨拶をしてい
る。」
保護者アンケート
「津田小学校の子どもは出会った人に元
気
　よく挨拶をしている。」

児童アンケート
「掃除を時間いっぱいていねいにやって
いる。」
保護者アンケート
「津田小学校は掃除の行き届いた学校に
　なっている。」
児童アンケート
「学習規律が徹底している。」

生
徒
指
導
部
会

児童アンケート（７月，１２月）
　「学校がある日に，家でも学年の目標
時間以上勉強していますか。」

保護者アンケート
　「子どもは学校があった日，家でも学
年の目標時間以上勉強していますか。」

健
康
安
全
部

信
頼
さ
れ
る
学
校

・保護者・地
域と連携し，
信頼され，開
かれた学校づ
くりを推進す
る

○　地域文化
の伝承や歌声
等の学校文化
を創造し，発
信する。

健
や
か
な
体
（

体
）

・活力ある生
活の基盤とな
る体力や運動
能力を養い，
「健やかな
体」を育む

○　食育の実
践を通して子
どもの自立心
を向上させる

３
―

２

・食育の取組
を通して児童
に向上的な変
容の姿が見ら
れる。

４
―

１

６０～６９％

９０％以上
・「さいきっ子ノート」を活用した共通指導と実態交流。

・学期末に学校の決まりが守れているか自分を振り返させ
る。

・「あいさつ運動」の取組を継続して行う。

・毎日縦割り班掃除にすることで掃除の仕方がより徹底する
ようにする。高学年にリーダーとしての自覚をもたせる。

・自問清掃が徹底するように自問タイムを設け，確実に
行わせる。

・「掃除反省カード」を使って振り返りを行う。
（チエック項目７のうち１つをリーダーが選んで班員に
　伝える。１つずつ確実に項目がクリアするようにする。）

・学校支援地
域本部の力を
いただき，地
域と共にあゆ
む授業を展開
しようとして
いる。

３
―

１
4／１２

７０～７９％

６０～６９％

８０％以上

７０～７９％

・各学年の学校支援
地域本部に支援をい
ただき，地域の力を
活用した授業後の児
童アンケートによる
肯定的評価の割合

・将来への夢
や希望を持た
せ，基礎的基
本的な学力と
基本的生活習
慣の向上を図
り児童の自己
肯定感・自己
有用感を高め
る
・自信と誇り
を持った児童

小
中
連
携

◎　健康に対
する意識を高
め，活力ある
生活の基盤と
なる体力や運
動能力を育む

　

○マナーや規
範意識の育成

２
―

２

・「さいきっ
子ノート」に
あるマナーや
規範意識を守
ろうとしてい
る。学習規律
の徹底。

・児童の肯定的評価
（「さいきっ子ノー
ト」に書いてあるこ
とを守ろうとしてい
る。）
・保護者と児童の肯
定的評価（挨拶関係
項目）

・自ら進んで
体力づくりに
取り組み，運
動能力が向上
している。

・家庭学習の時間調
査結果（各学年の設
定目標時間の達成
率）

学
校
評
価
委
員
会

８０％以上

・児童が自ら
進んで家庭学
習に取り組む
姿勢が身につ
いている。

・食育ふりかえり
カードと「弁当の
日」に対する保護者
アンケート・児童ア
ンケートによる肯定
的評価

6／１２

8／１２以上

・地域の方々の支援調整会議を毎月開催する。

・地域の方々にお礼の手紙等，感謝の気持ちを表す。

児童アンケート
　「地域の人に教えていただいたり，一
緒に活動したりするのは楽しいです
か。」

　『津田のことについて，「もっと知り
たい」，「調べてみたい」と思うことが
ありますか。』（３年生以上）

・各教科の時間を使い，ねらいをはっきりさせた食育
を
　推進していくことで児童の食への関心を高める。

　（例）
　○好き嫌いなくなんでも食べれる。
　○給食の残菜を減らす。
　○栄養のバランスを考えて調理の計画を立てたり，
　　食事をしたりすることができる。
　○見通しを持って調理する。
　○家族とのふれあいや感謝する気持ちを育てる。

・「お弁当」交流の場や，肯定的評価の場，家族との
　振り返りの場を設け，内容を紹介していく。

・児童の委員会活動で残菜を減らす呼び
かけをする。

・弁当の日の後，児童用の振り返りカー
ドから評価する。(６月，11月，２月)

・弁当の日の後，取組に対するアンケー
トを保護者対象に行う。(６月，２月)

・体育の時間に，走る運動，ボールを投げる運動，ハ
ンドグ
　リップを使った運動や鉄棒やうんていを使ったサー
キット
　を継続的に取り入れる。

・外遊びを奨励し，日常生活の中で体力や運動能力を
育む
　ようにさせる。

・体力テスト(５月末)実施後，テスト結
果を７月中旬までに集計・評価する。
　
・課題のあった項目について再テスト週
間を(２月末)を設定し，伸びを評価す
る。

60％未満

教
務
部
会

１
―

２

・体力づくりの取組
の達成目標の到達
度。走力・投力・握
力における県平均以
上の学級の割合（男
女別）

８０％以上

６０～６９％

６０％未満

2／１２以下

６０％未満

７０～７９％

◎家庭学習に
自ら取り組む
児童の育成

・家庭学習ステップアップ週間を学期に１回実施し，
家庭での過ごし方を意識させ，保護者にも協力を得
る。

・家庭学習ステップアップ週間カードで，学習時間，
自主学習の伸びを見取り，振り返りをさせる。

・「自学のすすめ」をもとに学習の仕方を指導し，
自分で取り組む課題を週１回以上行わせる。
（家庭学習の質をあげる）

・普段から，わからないまま空白で終わらせない指導
をする。（必ず解答する，自分で調べるなど）

4

児童アンケートにおいて，
「出会った人に大きな声で挨
拶をしている。」９４％
「掃除を時間いっぱいていね
いにやっている。」９７％
「学習規律が徹底してい
る。」９４％
保護者アンケート
「津田小学校の子どもは出
会った人に元気　よく挨拶を
している。」７７％
「津田小学校は掃除の行き
届いた学校になっている。」８
７％
である。

・学校生活における児童の
基本的な学習規律，生活規
律は定着が見られる。
・児童のあいさつの実態は，
している児童の意識と受けて
いる保護者の意識に差が見
られる。「大きな声で，進ん
で」あいさつをしていく取組
を，学級指導や児童会活動
を通して進めていく。
・掃除活動は，自問清掃の
定着もあり，高まりを見ること
ができた。

2

・体力テストの結果から，長
座体前屈，シャトルラン，反
復横跳びは，県平均を上回
る学年が多かった(8／１２以
上)。

・体力テストの結果から，握
力(10／１２)・立ち幅跳び(11
／１２)について県平均を下
回る学年が多かった。

・朝休憩より，外遊びをする
児童が多い。

・「握力」
　朝トレと，体育の授業の準
備運動でハンドグリップを
使った運動を継続して行う。
サーキット運動の中に雲梯と
鉄棒を入れ，「握る」力の増
進に向けた運動に取り組ま
せるとともに,「グーパー運
動」や「雑巾しぼり」など日常
生活の中に握力を意識した
活動を取り入れる。
・「立ち幅跳び」
「跳力」を伸ばすため，体幹
を鍛える運動に取り入れる。
簡単で楽しい運動を紹介し，
随時取り組ませる。

・同じ遊びだけでなく，学級で
のレクを計画したり，遊びの
紹介をしたりし，いろいろな
外遊びをするようにさせる。

3

・健康委員会では１学期は歯
みがきと給食の片付けの呼
びかけを中心に行った。

・食育の年間計画をたて，進
めている。

・お弁当の日の振り返りやア
ンケートでは，

「家族で食についての話がで
きた」と答えた児童は８７％
で，保護者は７５％であっ
た。

「家族への感謝の気持ちが
育っている」と答えた児童は
９４％で，保護者は７５％で
あった。

「自信や自立心が育ってい
る」と答えた児童は９４％
で，保護者は９０％であっ
た。

・５・６年生の交流の場では，
相手の頑張りを認めている
児童がいた

・健康委員会で，残菜を減ら
す呼びかけをしていくように
する。

・栄養士の先生，給食調理
員さん，養護教諭と連携して
食育を推進する。

・アンケートでは，概ね肯定
的な評価であった。一方，
「会話」「感謝の気持ち」につ
いては，親と子で少し意識の
差がある。準備段階からの
親子の会話や，日頃の感謝
を伝える会話を増やすため
に，学校でも，子どもへの声
かけなど工夫をしていく。継
続して保護者の協力が十分
得られるような取り組みをし
ていく。

・児童の交流で，食に関心を
もち，お互いの頑張りを認め
合えるような場を設定してい
く。

4

・「地域の人に教えてい
ただいたり，一緒に活動
したりすることは楽しいで
すか。」
肯定的評価　９７％
学校支援地域本部「ふる
さと役立ち隊」の支援回
数２５回　のべ７９名（１
学期）

・『津田のことについて
「もっと知りたい」，「調べ
てみたい」と思うことがあ
りますか。』（３年生以上）
肯定的評価　８２％

・２学期以降もふるさと役
立ち隊の方々と連携を図
りながら取組を進めてい
く。地域の人と一緒に活
動をすることを通して児
童に活動の楽しさを感じ
させたりや地域の人に守
られているという意識を
高めたりする。

・地域の人と活動するこ
とを通してふるさと「津
田」に対する関心を高め
ていく。

4

児童アンケート7月
「学校がある日に、家で
も学年の目標時間以上
勉強していますか」
肯定的評価９３％

保護者アンケート７月
「子どもは学校があった
日，家でも学年の目標時
間以上勉強しています
か。」
肯定的評価７９％

・２学期以降も家庭と連
携を図りながら取組を進
めていく。

･家庭での過ごし方･家庭
学習の大切さについて，
ステップアップ週間だけ
ではなく、通信や学級懇
談会等を利用し話し合う
ことで、児童･保護者の
意識を高めていく。

・学校生活における児童の
基本的な学習規律，生活規
律は，１年間を通しては安定
した様子が見られたが，一時
期限られた中で不安定にな
る事象があり，今後も児童の
様子や心情をつかみながら
学級経営，学習指導をしてい
かなければならない。
・児童のあいさつの実態は，
している児童の意識と受けて
いる保護者の意識の差は残
り，児童があいさつをしていく
取組を，今後も特別活動や
児童会活動などを通して充
実させていかなければならな
い。
・掃除活動は，意欲的に児童
は取り組み，わずかではある
が保護者からの評価も高

4

4

4

4

4

児童アンケートにおい
て，
「出会った人に大きな声
で挨拶をしている。」９
６％
「掃除を時間いっぱいて
いねいにやっている。」９
９％
「学習規律が徹底してい
る。」９２％
保護者アンケート
「津田小学校の子どもは
出会った人に元気　よく
挨拶をしている。」７６％
「津田小学校は掃除の行
き届いた学校になってい
る。」９０％
である。

・1月に行った「握力」の再テスト
では，全学年とも5月の結果より
記録が伸びており，,県平均を上
回っていた。

　

・「立ち幅跳び」の再テストでは，
８／１２が,県平均を上回ってい
た。

・朝休憩より，サッカーやおにごっ
こなどの外遊びをする児童が多
い。週１回の学級レクだけでなく，
マラソン大会に向けての頑張り
カードの取り組みや長縄大会に
向けてのクラスでの練習に取り
組んだ。

・給食クイズで，調理員さんの話
を全校に紹介したり，各クラスで
調理員さんと交流する場（全国学
校給食週間）を作り，給食を残さ
ず食べる大切さを呼びかけた。

・栄養士の先生に来ていただい
て，各学年１回，食育の授業を
行った。

・お弁当の日のアンケートでは，
「家族で食についての話ができ
た」と答えた児童は９２％で，保
護者は８２％であった。

「家族への感謝の気持ちが育っ
ている」と答えた児童は９７％で，
保護者は７２％であった。

「自信や自立心が育っている」と
答えた児童は８７％　で，保護者
は８２％であった。

・高学年と低・中学年の交流の場
（会話やメッセージ）では，相手の
頑張

・「地域の人に教えてい
ただいたり，一緒に活動
したりすることは楽しいで
すか。」
肯定的評価　９４％
学校支援地域本部「ふる
さと役立ち隊」の支援回
数６１回　のべ２６１名（1
月末）

・『津田のことについて
「もっと知りたい」，「調べ
てみたい」と思うことがあ
りますか。』（３年生以上）
肯定的評価　８９％

児童アンケート１２月
「学校がある日に、家で
も学年の目標時間以上
勉強していますか」
肯定的評価９０％

保護者アンケート１２月
「子どもは学校があった
日，勉強していますか。」
肯定的評価８４％

・これからもハンドグリップを使っ
た運動や鉄棒や雲梯を使った
サーキット運動を体育の授業に
積極的に取り入れる。休憩時間
にも自主的に取り組めるようにす
る。「雑巾しぼり」「腕ずもう」など
日常の中でも握力を意識した運
動に取り組むようにする。

・体全体のバランスを保ち，運動
機能を高めるため，「体幹トレー
ニング」を朝トレや体育の準備運
動で継続的に取り組むようにす
る。

・休憩時間や学級レクなどで鬼遊
びやいろいろな外遊びを紹介して
いく必要がある。

・めあてをもって運動に取り組む
姿勢を大切にしていく。

・児童の実態に配慮しながら，委
員会活動や学級などで，残菜を
減らす呼びかけを継続的に行う。

・これからも・栄養士の先生，給
食調理員さん，養護教諭と連携
して食育を推進する。

・お弁当の日を楽しみにしている
児童が多い。家庭科の授業の中
で学習したことを生かしながら計
画的に取り組んでいく。

・通信「かけはし」を発行し，事前
の呼びかけや事後の報告などを
したことにより，保護者との連携
がとれたので，肯定的な意見が
多かったと考えられる。これから
も保護者の協力が十分得られる
ように取り組みをする。

・地域のゲストティー
チャーやふるさと役立ち
隊の方々による学習支
援等を通して，児童は一
緒に活動することに対し
て肯定的にとらえられて
いる。しかし，特定の学
年に学習支援が集中し
ている傾向もあるので，
次年度は全学年が平均
的に地域の方々と活動
するように仕組んでいく。
・今後も引き続き地域の
人材を活用した「ふるさと
学習」に取り組んでいく。

・来年度も家庭と連携を図り
ながら取組を進めていく。

･家庭での過ごし方･家庭学
習の大切さについて，ステッ
プアップ週間だけではなく，
通信や学級懇談会等を利用
し話し合うことで、児童･保護
者の意識を高めていく。
・児童と保護者の意識のズレ
の原因解消のため，集中し
て学習する習慣・家での時
間の使い方など学級指導で
児童が納得できる家庭学習
の方法を指導していきたい。



2 ミッション

ビジョン

中期経営目標 短期経営目標 担
当

評価 具体的に，取組指標も入れる 評価 評価
学校関係者評価コメント

１　学校教育目標　『夢に向かいチャレンジする津田小の子　』～自ら考え行動する子・自他を大切にする子・元気にチャレンジする子～

平成２８年度　津田小学校評価自己評価表

評価指標（目標値）

評価計画

「夢に向かい諦めずに夢を育む児童の育成」をするために知・徳・体のバランスのとれた児童を育成する

　児童・教職員・保護者・地域が共に誇れる学校をめざす

取組の方策

評価項目

必要なアンケートの項目
チェックする時期と担当者など

中間評価

根拠 改善方策

最終評価
自己評価

根拠 改善方策

3

2

1

★小中学校共通項目

・家庭学習の質の向上を
望む。

・家庭での学習のリズム
がついてきている。

・それぞれの子どもたち
立派に成長してきていま
す。元気いっぱいがんば
れる子に育ててください。

児童アンケート（７月，１２月）
「出会った人に大きな声で挨拶をしてい
る。」
保護者アンケート
「津田小学校の子どもは出会った人に元
気
　よく挨拶をしている。」

児童アンケート
「掃除を時間いっぱいていねいにやって
いる。」
保護者アンケート
「津田小学校は掃除の行き届いた学校に
　なっている。」
児童アンケート
「学習規律が徹底している。」

生
徒
指
導
部
会

・「さいきっ子ノート」を活用した共通指導と実態交流。

・学期末に学校の決まりが守れているか自分を振り返させ
る。

・「あいさつ運動」の取組を継続して行う。

・毎日縦割り班掃除にすることで掃除の仕方がより徹底する
ようにする。高学年にリーダーとしての自覚をもたせる。

・自問清掃が徹底するように自問タイムを設け，確実に
行わせる。

・「掃除反省カード」を使って振り返りを行う。
（チエック項目７のうち１つをリーダーが選んで班員に
　伝える。１つずつ確実に項目がクリアするようにする。）

８０～８９％

７０～７９％

７０％未満

・将来への夢
や希望を持た
せ，基礎的基
本的な学力と
基本的生活習
慣の向上を図
り児童の自己
肯定感・自己
有用感を高め
る
・自信と誇り
を持った児童

小
中
連
携

○マナーや規
範意識の育成

２
―

２

・「さいきっ
子ノート」に
あるマナーや
規範意識を守
ろうとしてい
る。学習規律
の徹底。

・児童の肯定的評価
（「さいきっ子ノー
ト」に書いてあるこ
とを守ろうとしてい
る。）
・保護者と児童の肯
定的評価（挨拶関係
項目）

4

児童アンケートにおいて，
「出会った人に大きな声で挨
拶をしている。」９４％
「掃除を時間いっぱいていね
いにやっている。」９７％
「学習規律が徹底してい
る。」９４％
保護者アンケート
「津田小学校の子どもは出
会った人に元気　よく挨拶を
している。」７７％
「津田小学校は掃除の行き
届いた学校になっている。」８
７％
である。

・学校生活における児童の
基本的な学習規律，生活規
律は定着が見られる。
・児童のあいさつの実態は，
している児童の意識と受けて
いる保護者の意識に差が見
られる。「大きな声で，進ん
で」あいさつをしていく取組
を，学級指導や児童会活動
を通して進めていく。
・掃除活動は，自問清掃の
定着もあり，高まりを見ること
ができた。

・学校生活における児童の
基本的な学習規律，生活規
律は，１年間を通しては安定
した様子が見られたが，一時
期限られた中で不安定にな
る事象があり，今後も児童の
様子や心情をつかみながら
学級経営，学習指導をしてい
かなければならない。
・児童のあいさつの実態は，
している児童の意識と受けて
いる保護者の意識の差は残
り，児童があいさつをしていく
取組を，今後も特別活動や
児童会活動などを通して充
実させていかなければならな
い。
・掃除活動は，意欲的に児童
は取り組み，わずかではある
が保護者からの評価も高

4

児童アンケートにおい
て，
「出会った人に大きな声
で挨拶をしている。」９
６％
「掃除を時間いっぱいて
いねいにやっている。」９
９％
「学習規律が徹底してい
る。」９２％
保護者アンケート
「津田小学校の子どもは
出会った人に元気　よく
挨拶をしている。」７６％
「津田小学校は掃除の行
き届いた学校になってい
る。」９０％
である。


